


ヘルペスウイルスの感染による胎児異常発生の有無に就いては感染者及び不顕性感染者を

広く探してその中から異常児発生をさぐる方法と,逆に異常児から辿ってその妊娠中の妊

婦の感染の有無を調べる方法がある。前者を分母からの調査,後者を分子からの調査と呼ぶ

。過去 2年間の調査の結果から見て,妊婦の妊娠中の抗体陽転は 3%前後に過ぎないし,とく

に 2型ヘルペスウイルスのそれは 1型のクロスに妨げられて良く判らない。この点をはっ

きりさせるために特異的 2型抗体の正確な把握を目的として,諸種工夫した結果,中和用プ

ラスチック.トレイのウエルに直接吸収源としての1型生ウイルスを入れて,血清稀釈と混

ぜた上,炭酸ガスふらん器に 3 日入れて紫外線照射することが最も実用的で能率のよい吸

収法であることを確認した。今回はとくにその方法の基礎検討を進め,吸収源の存在が中和

に影響しないか否か,攻撃用ウイルスに干渉を示さないか,特異 2型抗体の価を下げないか

を検討し,その各ロット吸収源に就いてのテストの術式を標準化して,それに従って紫外線

使用量を決めた。 


